
様式第3号(第12条関係) 

審議会等の会議の記録 

会 議 の 名 称 令和８年度 伊勢崎市いじめ問題対策連絡協議会 

開 催 日 時 令和８年７月１日（水）１４：００～１５：００ 

開 催 場 所 伊勢崎市役所 東館５階 第１会議室 

出 席 者 氏 名 

荻原会長  矢島副会長  

田部井委員 三木委員  二上委員  青柳委員  長岡委員 

須永委員  佐々木委員 中澤委員  金井委員  川端委員 

事務局（髙橋、神立、高村、長竹、関根） 

傍 聴 人 数 ０人 

会 議 の 議 題 
「子供たちの健全育成のために，今，私たちがすべきこと，して

いること～いじめから子供たちを守るために～」 

会 議 資 料 の 内 容 

伊勢崎市いじめ防止基本方針、いじめ問題対策連絡協議会等条

例、伊勢崎市いじめ問題対策連絡協議会規則、伊勢崎市いじめ防

止組織図他 

会 議 に お け る

議 事 の 経 過

及 び 発 言 の 要 旨 

≪第Ⅰ部≫ 

１ 委嘱状交付 

２  挨拶                                          

３ 自己紹介 

４ 会議の趣旨説明  

５ 役員選出 

≪第Ⅱ部≫ 

１ 伊勢崎市におけるいじめの現状と対策の説明  

２ 協議 

（各委員より） 

・子供の小さな変化、サインを見逃さないよう、担任だけでな

く、組織的な支援を行っている。 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーと連携

し、必要に応じて医療や福祉に繋げている。 

・ＩＣＴの健全な活用のため、情報モラル教育に取り組んでい

る。 

・生徒が何でも相談できるよう、教職員との信頼関係づくりを大

切にしている。そのために、日頃から生徒を肯定的に捉え、い

つもと様子が違うときは声かけを行っている。 

・月に１回、生活アンケートを実施している。何か記載があった

時は話を聞き、対応している。 



・授業のボランティアとして、子供たちの活動を支えながら見

守っている。 

・地域行事への参加を促し、地域で子供たちと見守っていく体制

をつくっている。 

・教職員と子供たちの信頼関係づくりは大切であるが、いじめ問

題がこじれ、学校だけでは対応できない場合、学校教育課を中

心に、教育委員会全体で組織的に対応していく。 

・いじめの加害になる子供は、家庭で暴力や暴言を受けている傾

向がある。 

・性的な問題について、子供がほのめかした裏側には、重大な虐

待事案がある可能性がある。子供からほのめかしの発言があれ

ば、児童相談所やこども家庭センターに相談してほしい。 

・警察としては、いじめについて「予防」「調査・補導」「検

挙」の３段階で対応している。 

・児童相談所と連携し、少年サポートセンターでは非行系の少年

の指導を行っている。 

・自身の経験から、娘がいじめられたとき、加害の親は自分の子

供に何も言えなかった。また、近所の家の子供が中学校で無視

された時、教頭先生に相談したら、親身に対応してもらえな

かった。そのような経験から、学校と家庭が連携し、しっかり

対応すればいじめはなくなっていくと思う。 

・「おぜのかみさま」の標語を作成し、インターネットの正しい

使い方について啓発活動を行っている。 

 ・長期休業前には、ネットの使い方のリーフレットを配付して

いる。また、学校訪問をして情報交換を行っている。 

・各地区で子供会活動を行っている。学校になかなか行けない子

が、子供会活動から学校に繋がったという事例を聞いている。 

・青少年指導センターでは、電話と面談での相談を実施してい

る。令和７年度相談実績では、いじめが１件、不登校が３件で

あった。内容によっては、学校教育課と共有を図っている。 

 


